
創造に挑む千葉県産業

新エネルギー、実績好調

千葉の技術力をＰＲ

千葉の魅力ＰＲ

世界の未来像をつくる街

　千葉県が次代に向けた産業振興策を次々と打ち

出している。機能強化が進む成田国際空港をはじ

め、東京湾アクアラインや首都圏中央連絡自動車

道（圏央道）など交通網の整備進展による利便性

の高さを呼び水に、積極的な企業誘致活動を展開

する。モノづくり企業や豊かな自然を活用する産

業への支援も手厚い。県北西部の柏市では、そう

遠くない未来を見つめた街づくり、新産業の創出

を後押しする動きが新たな局面を迎えている。千

葉県産業の今と、これからを探った。

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 １０月３１日 木曜日 　　

日、東京都千代田区で開いた千葉県企業誘致セミナー２０１３
ｉｎ東京。森田健作知事が立地優位性を伝えた。

日、住宅メーカーの新昭和（君津市）が、開所から１年を迎えた
メガソーラー市原発電所（市原市）の年間発電実績を発表。予測よ
り ％多い約 万 時を発電した。

９月 日、三井不動産は柏市の柏の葉キャンパス地区で造成中の新
街区「ゲートスクエア」の内容を明らかにした。職・学・住を複合
させ、都市が抱える社会的課題の解決モデルの構築を急ぐ。

（写真は完成予想イメージ 三井不動産提供）

３月、県は「千葉のものづくり　製品・技術展示会」を開催した。
月、この展示会を発展させたイベント「Ｔ―１グランプリ」を幕
張メッセ（千葉市美浜区）で開く。


